
為替週間展望＝ドル円は高値圏での振幅が継続か

　　　　　　　　　　［８月１７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 10 日～ 8 月 14 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  157.57   159.57(13)    157.54(10)    159.29   +1.53

ユーロ・ドル  1.1558   1.1567(10)    1.1512(13)    1.1547   -0.0012

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    68,713.80    +3107.09     日本10年債利回り   2.892   +0.064

ダウ平均株価    53,839.99     -196.94     米10年債利回り     4.643   -0.003

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１７日　英８月ライトムーブ住宅価格

　　　　日本第２四半期ＧＤＰ１次速報

　　　　中国７月小売売上高、中国７月鉱工業生産指数

　　　　日本６月鉱工業生産指数確報値

　　　　米８月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　カナダ７月消費者物価指数

　　　　米６月対米証券投資

１８日　英７月雇用統計

　　　　独８月ＺＥＷ景況感指数

　　　　米７月輸入価格指数、米７月住宅着工・許可件数

　　　　米７月鉱工業生産・設備稼働率

１９日　ＮＺ第２四半期生産者物価指数

　　　　日本６月機械受注高

　　　　英７月消費者物価指数、英７月生産者物価指数、英７月小売物価指数

　　　　ユーロ圏６月経常収支、ユーロ圏７月消費者物価指数確報値

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事要旨（７月２８日・２９日開催分）

２０日　日本７月貿易収支

　　　　中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　１年　５年）

　　　　豪７月雇用統計

　　　　独７月生産者物価指数

　　　　カナダ７月鉱工業製品価格

　　　　米８月フィラデルフィア連銀景況指数、米新規失業保険申請件数

　　　　米７月景気先行指数

２１日　ＮＺ７月貿易収支

　　　　日本７月消費者物価指数

　　　　英７月小売売上高

　　　　独８月製造業ＰＭＩ速報値、独８月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　ユーロ圏８月製造業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　英８月製造業ＰＭＩ速報値、英８月サービス業ＰＭＩ速報値

　　　　カナダ６月小売売上高

　　　　米８月製造業ＰＭＩ速報値、米８月サービス業ＰＭＩ速報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米国の経済指標はおおむね良好で、ドルの下支え要因となる。原油

価格が落ち着きつつあるものの、実際のインフレ警戒感の後退にはまだ時間がかかる見

通し。日米の金利差は大きいままであり、ドル円の下値は堅いとみられる。一方で、介

入警戒感が上値を抑える要因となるため、底堅い推移をたどりつつも上値は限定的にな

るとした。
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【米インフレ指標を通過後もドル円は堅調な動き】

　７日に発表された７月の米雇用統計で、非農業部門雇用者数は市場予想の前月比８万

人増に対して、２．３万人減となり、予想外の弱さを見せた。これを受けてドル売りの

動きとなり、ドル円は１５６．６８近辺まで急落した。

　　

　週明けの１０日には米雇用統計後の下げを取り戻して、１５９円台前半まで上値を伸

ばす動きとなった。背景には日本株の大幅高によるリスク選好の円売り、原油高による

ドル買い、さらに原油高に伴う日本の貿易収支悪化に伴う円売りなどが挙げられる。

　　

　中東情勢の不透明感を背景にＮＹ原油は５日の７５ドル近辺から１２日には一時８４

ドル台まで上昇した。原油高を背景にドル買い円売りの動きとなった。地政学リスクの

高まりがドル買いの追い風になっており、１２日の東京時間に１５９円台半ばまで上値

を伸ばすなど堅調な推移を見せた。

　　

　１２日のロンドン時間には米消費者物価指数発表前のポジション調整などに伴う荒れ

た動きから、一時１５８．６０近辺まで急落した。その後１５９円台を回復した。７月

の米消費者物価指数は前年比＋３．４％となり、市場予想通りながら前回値（＋３．

５％）を下回った。コア前年比は＋２．５％と市場予想通りとなったものの、こちらも

前回値（＋２．６％）を下回った。

　　

　小幅ながらインフレ率の低下が示されたことで、早期利上げ観測が後退した。発表後

は荒れた動きとなり、一時１５８．７０近辺まで下落したものの、その後は中東情勢の

不透明感や原油高を受けて１５９円台半ばまで戻りを見せた。

　　

　１３日発表の７月の米生産者物価指数では、前月比が総合、コアともに市場予想を下

回った。米長期金利の低下や原油価格の下落もあって、ドル円は１５９円近くまで下落

した。ただ、１５９円付近で下げ止まると、再び上昇に転じた。

　　

【ＦＯＭＣ議事要旨などに注目】

　８月１７日の週に予定される日米の経済指標やイベントには、１７日の日本の第２四

半期ＧＤＰ１次速報、日本６月鉱工業生産指数確報値、米８月ＮＹ連銀製造業景気指

数、米６月対米証券投資、１８日の米７月輸入価格指数、米７月住宅着工・許可件数、

米７月鉱工業生産・設備稼働率、１９日の日本６月機械受注高、米連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）議事要旨（７月２８日・２９日開催分）、２０日の日本７月貿易収支、米

８月フィラデルフィア連銀景況指数、米新規失業保険申請件数、米７月景気先行指数、

２１日の日本７月消費者物価指数、米８月製造業ＰＭＩ速報値、米８月サービス業ＰＭ

Ｉ速報値などがある。

　　

　１７日の週には米雇用統計や米消費者物価指数などの市場の方向性を左右するような

経済指標の発表はない。こうした中、１９日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事

要旨（７月２８日・２９日開催分）が注目される。

　　

　議事要旨における最大の注目ポイントは、政策金利の据え置き派と利上げ派の主張

の隔たりがどのようなものであるかという点となる。政策金利（３．５０％～３．７

５％）は５会合連続で据え置かれた。地区連銀総裁の中には一部（ローガン総裁、

ハマック総裁、カシュカリ総裁）が利上げを求める動きを見せた。

　　

　こうした中、「会合内で利上げ提案にどの程度の参加者が傾いていたか」「中東情勢

の混乱を背景とする原油価格の再上昇や、物価上振れリスクをどう評価しているか」と

いった点がポイントとなりそうだ。

　　

　７月の米消費者物価指数や米生産者物価指数は前年比がいずれも前回から減速を見せ

た。ただ、原油高を背景とする米国でのインフレ圧力の高まりや米長期金利の上昇を背

景にドルは底堅い動きを見せることとなりそうだ。ドルの下値は堅く、大きな崩れはな

いとみられる。

　　

　国内では９月の日銀金融政策決定会合で利上げを前倒しする可能性が高まりつつあ

る。ただ、それだけで円安抑止に向けて前向きと判断できるわけではない。また、介入



警戒感から上値は抑えられやすいとみられる。こうした中、ドル円は高値圏での振幅が

続くとみられる。目先の予想レンジは１５５．００～１６０．５０円。

　　

【ユーロドルは横ばい圏での推移か】

　米消費者物価指数や米生産者物価指数は前回値から減速を見せたが、原油価格の高止

まりなどを背景にドルは堅調な動きを見せた。こうした中、ユーロドルは１．１５ドル

台を中心とするもみ合いとなった。

　　

　今後は原油価格の動向や米長期金利の推移などに左右されやすい展開が見込まれる。

ユーロドルは明確な方向性が出にくく、横ばい圏での推移が継続するとみられる。目先

の予想レンジは１．１４００～１．１６５０ドル。

　　

　英国市場では、１９日の英７月消費者物価指数が注目される。市場予想は総合が＋

２．９％（前回＋２．６％）と上振れする見通し。一方で、コア前年比は＋２．５％で

前回の＋２．６％からは減速する見通し。市場予想を上回るとポンド買いに、下回ると

ポンド売りに傾く展開となりそうだ。

　　

　ポンドドルは１２日に１．３５４０台まで上昇したものの、その後は伸び悩みを見せ

ている。英国の経済指標の動向に左右されつつも、ポンドドルはユーロドルと比べて底

堅く推移しているものの、ドルの底堅さから大きく上値を伸ばしにくいとみられる。こ

うした中、ポンドドルは高値圏でのもみ合いとなりそうだ。こうした中、目先の予想レ

ンジは１．３４００～１．３７００ドル。

　　

　今後の日米以外の経済指標やイベントとしては、１７日の中国７月小売売上高、中国

７月鉱工業生産指数、１８日の英７月雇用統計、独８月ＺＥＷ景況感指数、１９日のＮ

Ｚ第２四半期生産者物価指数、英７月消費者物価指数、英７月生産者物価指数、ユーロ

圏７月消費者物価指数確報値、２０日の中国最優遇貸出金利（ローンプライムレート　

１年　５年）、豪７月雇用統計、独７月生産者物価指数、２１日のＮＺ７月貿易収支、

英７月小売売上高、独８月製造業・サービス業ＰＭＩ速報値、ユーロ圏８月製造業・サ

ービス業ＰＭＩ速報値、英８月製造業・サービス業ＰＭＩ速報値などの発表が予定され

ている。
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